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一般会計補正予算

特別会計補正予算水道事業会計補正予算

財政状況をお知らせします
16年度下半期

17年度下半期年度下半期
財政状況財政状況をお知らせしまらせします

25年度下半期
財政状況をお知らせします
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財政状況をお知らせします
16年度下半期

17年度下半期
財政状況をお知らせします

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さんへ

日
に
日
に
暖
か
さ
も
増
し
て
き
て
、
安
達
太
良
山
の
冠
雪
も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
緑
の
芽
吹
き
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

新
年
度
が
始
ま
っ
て
、
は
や
１
カ
月
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

の
仕
事
始
め
の
年
頭
に
あ
た
り
、
職
員
に
対
し
、
次
の
三
点
を

訓
示
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
今
年
は
浪
江
町
が
復
興
へ
踏
み
出
す
重
要
な
年

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

ふ
る
さ
と
が
再
生
し
て
い
く
姿
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
え
る
よ

う
な
形
で
仕
事
を
す
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
復
興
の
加
速
化
に

向
け
て
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
課
の
垣
根
を
越
え
て
業
務

に
あ
た
る
こ
と
で
す
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
復
興
計
画
に
定
め
る
「
町
民
の
暮
ら

し
の
再
建
」
と
「
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
を
柱
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
中
で
、
今
年
は
い
か

に
そ
れ
を
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
年
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。「
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
浪
江
町
民
」。
帰

還
す
る
人
・
帰
還
し
な
い
人
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
の
選
択
肢
を

最
大
限
尊
重
し
、
避
難
先
で
の
生
活
支
援
・
生
活
再
建
に
つ
と

め
、「
待
避
」
す
る
二
地
域
居
住
を
さ
ら
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
　

暮
ら
し
の
再
建
に
関
し
て
は
、
４
月
か
ら
よ
う
や
く
県
の
復

興
公
営
住
宅
の
募
集
が
開
始
し
ま
し
た
。
各
自
治
体
に
お
い
て
、

用
地
の
確
保
や
工
事
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
戸
数
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

確
保
に
向
け
て
県
や
関
係
自
治
体
と
早
急
な
調
整
を
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。
　

ふ
る
さ
と
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
策
定
し
た
「
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
具
現
化
が
急
務
で
す
。
帰
還
開
始
の
目

標
で
あ
る
平
成
29
年
３
月
に
向
け
、
そ
の
復
興
拠
点
づ
く
り
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
合
わ
せ
、
防
災
集
団

移
転
や
共
同
墓
地
の
整
備
と
い
っ
た
津
波
被
災
地
復
興
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
体
制
を
大
幅
に
強
化
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
復
興
計
画
に
位
置
付
け
る
「
復
旧
実
現
期
」
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
蒔
い
て
き
た
小
さ
な
種
が
、
ひ
と
つ
で

も
多
く
芽
を
出
し
、
大
き
く
育
つ
よ
う
に
復
興
を
前
進
さ
せ
、

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
自

愛
な
さ
れ
、
健
や
か
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.7

ペットトラブル

弁護士　井
産業・賠償対

（所属：第二東

ペットは心の安らぎをもたらします。家族の一員

として大切にしている方も多いと思います。しかし、

ペットは置き物ではありません。四六時中監視して

いるわけにもいかないですから、思わぬところで周

囲の方に迷惑をかけることもあります。子どもが迷

惑をかけたら親が謝るように、ペットが迷惑をかけ

たら飼主が謝らなければなりません。

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、
日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための

予備知識をお伝えしていくコーナーです。
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■まちづくり計画の定めるイメージ

■段階的なまちづくりのイメージ

復興計画に定めるもの

町外コミュニティの整備

帰還困難区域 居住制限区域 避難指示解除
準備区域

避難期の生活再建
●健康管理の強化と徹底健
●損害対策の充実損
●町民の“絆”の維持
●働く場の確保働
●仮設・借上げ住宅の環境改善仮
●伝統文化の復興　など伝

ふるさとの再生
●除染と放射線管理除
●インフラ復旧
●津波被災地の復興津
●働く場の確保働
●仮設・借上げ住宅の環境改善仮
●まちづくり計画の策定　など

体化体具体

ま
ち
づ
く
り
計
画
の

定
め
る
範
囲

復興拠点を足かがりに段階的に整備地域を拡大

〈浪江町全体の復興拠点〉
ふるさと再生の第一歩を踏み出す場所と
して、集中的に復旧・整備します。
当面は浪江町の一部地域ですが、全ての
町民を対象とした生活やなりわい、ふるさ
とを感じる場所として、浪江町全域の復興
のために重要な地域です。

〈復興拠点の中心〉
利便性を考慮し、生活に必
要な施設などを集約して整備
する地域です。当面は、国道
６号と浪江町役場周辺を中心
に位置付け、段階的に拡大し
ていきます。
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みんなで

ともに
乗り越えよう

浪江町を復興していくためには、町民

の生活再建・健康管理、インフラの復旧、

賠償問題、絆の維持など多くの課題があ

ります。

その中で、町がどのような取り組みを

しているのかをお知らせします。
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なみえ
の

あのあの店あの店

あの店この店

このこの店この店
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����������	
����������
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	�����������	�
	��あの店

あの店この店

ふるさとを離れ、ふるさとを想いながら避難先で
あらたにスタートした企業・店舗の皆さんを応援し
てください。 ＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

　復興推進課情報統計係　　0243（62）4731
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旬の食材で元気をチャージしましょう。
じゃがいもにしっかり味がしみ込んで美味しいですよ。

【材　料（１人分）】

新じゃがいも皮つき…120ｇ
とりひき肉…15ｇ
玉ねぎ…40ｇ
油…小さじ1/2
砂糖…2ｇ
みりん…3ｇ
しょうゆ…8ｇ

きぬさや…3ｇ

＊新じゃがのそぼろ煮＊
【作り方】

①じゃがいもは、よく洗い、皮
付きのまま四つ切りにする。
　玉ねぎは、くし形に切る。絹
さやは、色よく茹でておく。
②鍋に油を熱し、とりひき肉を
炒め、次にじゃがいもと玉ね
ぎを加えて炒め合わせる。
　Ａと水を加え、煮ふくめる。
③盛り付けに、絹さやを飾る。

いつもいつも元気元気
健康健康レシピレシピ
いつも元気
健康レシピ

Ａ
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

ありがとうございました

警察・常備消防が
　　　　　浪江に常駐

浪江小学校　修・卒業証書授与式

３月20日、浪江小学校（二本松

市）で修・卒業証書授与式が行われ

ました。

５名の卒業生は「つらいこと、苦

しいことがあっても、目標に向かっ

てしっかりと歩んで行きたいと思い

ます」と決意を述べ、学び舎をあと

にしました。

４月１日より、双葉警察署浪江分庁舎と浪江消防署臨時

庁舎が開設され、24時間体制で常駐することになりまし

た。１日には浪江分庁舎で警察署の業務再開式、２日には

サンシャインなみえで消防署の開所式が執り行われ、浪江

町内の防犯・防火体制が強化されることとなりました。

町では、警察・消防と連携し、さらに安心・安全な町と

なるよう努めてまいります。

４月２日、消防署開所式

「請戸の田植踊」（原宿口特設ステージ）

浪江町消防団に辞令
４月６日、役場大会議室において浪江町消防団の幹部辞

令交付式が行われ、佐々木保彦団長から、班長以上の幹部

に辞令が手渡されました。

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243（62）4731　　　

ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

ありがとうございました

４月５日、６日の２日間、明治神宮

で「昭憲皇太后百年祭」が開催され、

本町から「請戸の田植踊」と「標葉神

社の浦安の舞」が参加し、明治神宮本

殿前と原宿口特設ステージにおいて、

郷土芸能を奉納しました。

これは、本年４月11日が明治天皇

の皇后であった昭憲皇太后が崩御して

百年目にあたることを記念して行われ

たもので、本町以外に被災地３県（岩

手・宮城・福島）から５つの団体が出

演しました。

明治神宮「昭憲皇太后百年祭」で郷土芸能を奉納

「標葉神社の浦安の舞」
（本殿前）

「請戸の田植踊」
（本殿前）

「標葉神社の浦安の舞」（原宿口特設ステージ）

「請戸の田植踊請戸の田植踊」（原宿口特設ステージ）」（原宿口特設ステージ）「請戸の田植踊」（原宿口特設ステージ）
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ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

ありがとうございました

津島小学校　学校再開式
津島小学校は震災以降臨時休業の状態にありましたが、３年振りに再開することとなり、

４月７日に浪江小学校内（二本松市）で学校再開式が行われました。

児童を代表し、６年生の須藤隼斗くんが「３年振りに大好きな津島小学校が再開できてと

ても嬉しい。友だちにももっと戻ってきて欲しい。僕たち３人をよろしくお願いします」と

あいさつすると、横山修校長先生は「安心して楽しい学校生活を過ごしてください。少人数

だからこそできる教育がある。子どもたちのために、精一杯尽力したい」と答えました。

津島小学校には３名の児童が在籍し、授業は浪江小学校の児童と合同で行われます。

４月７日、浪江小学校（二本松市）で入学式が行わ

れ、２名が入学しました。

昨年は新入生がいなかったため、２年振りの新入生

です。

在校生を代表し、６年生の瀧美優さんが「春には楽

しい遠足や運動会があります。明日から元気に楽し

く、仲良く登校しましょう」と歓迎のことばを述べ、

新入生ははにかみながらも好奇心いっぱいの表情で、

学校生活をスタートしました。

（今年度の浪江小学校児童数：19名）

入学おめでとう　浪江小学校

������������������

ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

ありがとうございました

入学おめでとう　浪江中学校

子どもたちの
　　交通安全を祈って
４月４日、小田部仮設婦人部が交通安全啓発グッズとし

て手作りしたストラップを本宮市の小学生（270名）に贈

りました。

これは、郡山北警察署本宮分庁舎で行われた「春の全国

交通安全出動式」に合わせて贈ったもので、日ごろからお

世話になっている本宮市の皆さんへの感謝の気持ちと、子

どもたちが交通事故に遭わないようにとの願いが込められ

ています。

小中学校教職員　着任式
４月１日、教職員の着任式が役場二本松事務所大会議室

で行われ、28名の先生が着任しました。

転入教職員を代表し、浪江小学校長の遠藤和雄先生が「子

どもたちの未来と復興の一端を担う役割を考えて、これか

らの学校教育に取り組んでいきたい」と述べました。

現在、本町の小中学生の96％が全国各地の学校に通って

います。今後も離ればなれになった子どもたちとの繋がり

を大切にし、心のケアと保護者の思いに寄り添った教育に

取り組んでまいります。

△着任した校長先生
 右から：遠藤　和雄（浪江小）、松本　浩一（苅野小）、
　　　　　横山　　修（津島小）、鈴木　孝彦（幾世橋小）（敬称略）

　４月７日、二本松市東和文化センターで入学式が行

われ、８名が入学しました。

　新入生を代表し、小黒蓮さんが「伝統を引き継ぎながら、

何事も助け合って頑張っていきたいです」と誓いのことばを述べ、春の暖か

な陽気の中、新入生は緊張しながらも希望を胸に咲かせ、真新しい制服とと

もに、新たな学校生活をスタートしました。

（今年度の浪江中学校生徒数：25名）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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有害狩猟鳥獣から
　　　町を守ります
４月８日、平成26年度の浪江町有害狩猟鳥獣捕獲隊の委

嘱状交付式が、役場二本松事務所会議室で行われました。

隊長の牛渡信吾さん（請戸）は、「町民のために一匹でも

多くのイノシシを捕獲して、町の復興につなげていきた

い」と意気込みを語りました。

今年度も、町では捕獲隊を中心に、有害鳥獣対策の取

り組みを続けていきます。

山梨県のＮＰＯ法人「悠久の郷」様より、浪江町民の皆さん
へ桜の盆栽100鉢を寄贈いただきました。今年で３回目となり
ます。４月３日には、「悠久の郷」内山利勝理事長が役場二本
松事務所を訪れ、大堀相馬焼の鉢に入った盆栽を檜野副町長に
手渡されました。大堀相馬焼協同組合の半谷秀辰組合長も同行
されました。
今回浪江町に桜の盆栽をご寄贈くださったＮＰＯ法人「悠久の
郷」さんは、東日本大震災被災地の学校に桜を植える活動を実
施されています。浪江の伝統工芸、大堀相馬焼の鉢に入った桜
の盆栽をネットで販売、購入１鉢につき桜の苗木１本が植樹さ
れる「100万本の開花宣言」プロジェクトを展開中です。
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３月９日、株式会社本宮烏骨鶏（代表取締役　津守義
忠）様から「町民の皆さんの健康づくりのサポートに」
と、本宮市内の仮設住宅居住者に、栄養補助食品として
粉末粒状卵油をいただきました。

４月１日、埼玉県議会議員６名（島田正一様、石渡豊様、
畠山稔様、中屋敷慎一様、新井一徳様、岡地優様）からふる
さと納税をいただきました。役場二本松事務所で町の状況に
ついて説明を受けた後、浪江の立ち入り視察もされました。

３月17日、栃木県宇都宮市在住の四辻隆志様から浪江
町の復興に向けた熱いメッセージが書かれた国旗（寄せ
書き）を寄贈いただきました。
四辻氏は、震災以来、マラソンを通して福島県の市町村
を１つずつ復興支援するボランティア活動を個人的に行っ
ており、さまざまな大会に参加して沿道で応援してくださ
る方々にも福島の復興を訴えながら走り続けています。

３月14日、長野県伊那商工会議所様から義援金をいた
だきました。同会議所青年部のみなさんが復興支援リスト
バンドを制作・販売し、その売上げをご寄附いただいたも
ので、今回が３回目となります。今回は浪江の立ち入り視
察もされました。
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浪江のこころ通信

■
次
男
の
命
が
助
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

や
り
直
せ
な
い
こ
と
な
ん
か
な
い

は
ず
　

あ
の
３
月
11
日
は
中
学
生
だ
っ
た

次
男
の
卒
業
式
で
、
私
は
仕
事
か
ら
戻

り
自
宅
に
い
ま
し
た
。
家
に
は
義
母
と

高
校
生
の
長
男
が
一
緒
で
し
た
が
、
次

男
は
海
か
ら
１
分
く
ら
い
の
友
人
宅
に

遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
揺

れ
や
次
々
に
落
ち
て
く
る
瓦
に
危
険

を
感
じ
、
３
人
で
避
難
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
で
も
、
よ
ほ
ど
動
転
し
て

い
た
の
か
車
の
鍵
が
見
つ
か
ら
ず
、

そ
の
上
、
次
男
が
気
が
か
り
で
し
た
が
、

約
１
・
５
㎞
離
れ
た
小
高
い
丘
に
建

つ
小
学
校
を
目
指
し
て
歩
き
出
し
た

と
こ
ろ
に
、
近
所
の
方
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
通
り
か
か
り
、
便
乗
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
小
学
校
に
着
い
て
も
次

男
の
姿
は
見
当
た
ら
ず
、
一
旦
丘
を
下
っ

て
み
る
と
、
目
の
前
ま
で
海
の
泥
や

瓦
礫
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
し
た
。

も
う
９
割
方
だ
め
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
、

津
波
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
で
も
お
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん

は
し
っ
か
り
し
た
方
だ
か
ら
一
緒
に

避
難
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
な

ど
と
思
い
な
が
ら
、
地
面
に
ひ
れ
伏

し
て
泣
き
ま
し
た
。
長
男
が
避
難
所

ま
で
探
し
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
何
度
丘
を
下
っ
た
り
登
っ

た
り
し
た
で
し
ょ
う
か
。

別
の
避
難
所
に
い
た
次
男
を
長
男

が
連
れ
て
戻
り
、
４
人
で
無
事
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
が
、
あ
の
時
ほ
ど

私
が
母
親
を
実
感
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
で
す
ね
。
そ
の
３
時
間
後
に
夫
も

無
事
に
戻
り
、
家
族
全
員
が
揃
い
ま

し
た
。
そ
の
１
週
間
後
に
自
宅
を
見

に
行
き
ま
し
た
が
、
津
波
に
遭
っ
た

１
階
は
見
事
に
柱
だ
け
で
し
た
が
、

家
族
み
ん
な
が
無
事
な
ら
、
家
ぐ
ら

い
い
い
や
と
思
い
ま
し
た
ね
。

■
ふ
る
さ
と
浪
江
の
近
く
に
移
っ
て
、

い
ず
れ
は
帰
り
た
い

翌
日
に
起
き
た
原
発
事
故
か
ら
の

避
難
は
南
相
馬
市
か
ら
福
島
市
へ
と

紆
余
曲
折
を
経
て
、
二
本
松
市
郭
内

公
園
仮
設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。

震
災
当
時
、
既
に
東
京
に
住
ん
で
い

た
長
女
や
２
人
の
息
子
は
こ
の
春
か

ら
就
職
と
大
学
進
学
で
家
を
離
れ
、

義
母
と
夫
と
の
３
人
暮
ら
し
に
な
り

ま
す
が
、
亡
く
な
っ
た
親
戚
や
い
と

こ
夫
婦
の
分
も
、
強
く
生
き
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

義
母
も
元
気
で
、
身
体
の
た
め
に

と
霞
ヶ
城
や
こ
の
周
り
の
散
歩
を
欠
か

し
ま
せ
ん
。
避
難
生
活
も
４
年
目
を
迎

え
、
出
来
る
こ
と
な
ら
ば
２
〜
３
年
後

に
は
双
葉
郡
広
野
町
辺
り
に
移
り
た
い

で
す
。
義
母
と
一
緒
に
小
さ
な
畑
を
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
時
々
帰
っ
て

来
る
、
そ
ん
な
穏
や
か
な
生
活
が
出
来

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「あの日、津波を見ても信じられなかっ
たし、信じたくなかった」と只野さんは話
し始めました。
「家族を失った人たちのことを思うと、
今回の災害や事故に対して悲観的になった
り、周りを非難したりするのではなく、自
分たちの出来ることを精一杯しながら、前
向きに進んでいきたい」とおっしゃる只野
さんには、“母は強し”という言葉が良く
お似合いです。

只野とよ子さん（北幾世橋）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：４月３日

元気で働ける、学校に通えるということが、
今は一番です

福島県

▲「100枚もの手づくりの心温まるご支援でしたので、頂いた
お手紙とセットにして、全世帯に配りました」と、昨年度、
自治会長を務められた只野さん（今年３月31日に退任）。
 北海道、帯広市のご家族から郭内公園仮設住宅に贈られた「は
り絵」の葉書を持って、微笑んでくださいました。

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第35号」への
感想をお寄せください。

● 第35号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から３年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

再会・浪江のこころ

������������������
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浪江のこころ通信
再会・浪江のこころ

再取材シリーズ

■
社
員
や
同
業
者
仲
間
の
応
援
を
受

け
て
の
事
業
再
開
で
し
た

避
難
し
て
い
た
山
形
か
ら
、
遠
く

は
山
梨
や
埼
玉
、
宮
城
や
県
内
の
あ

ち
こ
ち
に
避
難
し
た
社
員
た
ち
に
連

絡
を
取
る
と
、
み
ん
な
「
仕
事
を
し

た
い
」
と
。
一
方
、
相
双
地
区
の
同

業
者
か
ら
は
仕
事
を
手
伝
っ
て
欲
し

い
と
声
が
掛
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

な
ら
ば
二
本
松
に
営
業
所
を
と
、
訪

ね
た
地
元
の
不
動
産
屋
さ
ん
で
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
大
家
さ
ん
を
紹

介
さ
れ
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
拠
点
が

決
ま
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
物
件
が

少
な
く
て
、
全
国
に
避
難
し
て
い
た

８
人
の
社
員
を
呼
び
戻
す
た
め
に
、

単
身
赴
任
の
人
も
い
た
の
で
、
社
員

寮
を
確
保
す
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
ね
。
借
上
げ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
で
す
よ
。

そ
の
後
、
親
御
さ
ん
の
世
話
や
家

族
の
転
居
な
ど
の
理
由
で
５
人
が
退

職
し
、
現
在
は
浪
江
町
当
時
か
ら
の

社
員
３
人
に
加
え
て
、
地
元
、
二
本

松
市
で
採
用
し
た
社
員
が
５
名
で
、

全
社
員
は
８
名
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
以
前
は
双
葉
郡
全
域
で
仕
事

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
の
現
場

は
相
双
地
区
の
津
波
に
遭
っ
た
海
沿

い
が
多
い
で
す
。
堤
防
や
道
路
、
田

ん
ぼ
の
整
備
な
ど
災
害
復
旧
の
た
め

の
仕
事
の
他
に
、
地
元
で
あ
る
二
本

松
市
の
仕
事
も
受
注
し
て
い
ま
す
。

 

■
日
々
の
生
活
と
仕
事
に
追
わ
れ
る

よ
う
に
し
て
、
余
計
な
こ
と
は
考

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す

浪
江
に
帰
り
た
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
住
め
る
環
境
が
整
わ
な
い
こ
と

に
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
と
い
う
こ

と
は
決
め
か
ね
ま
す
。
田
尻
の
自
宅

は
大
し
た
被
害
が
な
か
っ
た
し
、
権

現
堂
に
あ
る
会
社
も
行
く
た
び
に
掃

除
は
し
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
果
た

し
て
戻
れ
る
の
か
。
戻
っ
た
と
し
て

も
、
手
を
加
え
な
い
と
生
活
は
始
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
思
い
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？
と
私
が

聞
き
た
い
く
ら
い
で
す
。
そ
ん
な
こ

と
を
思
う
と
辛
く
な
り
ま
す
か
ら
、

普
段
は
無
意
識
の
う
ち
に
考
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

ま
た
、
こ
の
二
本
松
の
方
々
に
も

良
く
し
て
頂
い
て
い
ま
す
か
ら
、
も

う
避
難
者
と
は
言
い
難
い
の
で
す
。

恩
義
を
感
じ
て
い
る
分
だ
け
、
周
り

に
気
を
遣
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
ぶ
ん
、
避
難
し
て
い
る
浪
江
の

人
た
ち
も
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
聞
か
れ
て

も
、「
今
は
話
し
た
く
な
い
」
と
答
え

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
で
す
か
ら
、
今
や
る
べ
き
こ
と

を
精
一
杯
や
り
な
が
ら
、
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
す
。

▲「有限会社　中西測量設計」
　二本松営業所にて

中西總一郎さん（田尻）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：４月７日

災害や苦労をチャンスに変えて
福島県

中西さんは、山形県南陽市に避難されていた平成23年７月から二本松市に
営業所を開き、測量設計の仕事を早々と再開されました。
一緒に山形に避難していた奥さまや娘さんと生後間もないお孫さんは、一時、
中西さんの友人のつてによって長野県東御市に避難されていましたが、平成
25年３月に、娘さんたちは嫁ぎ先のいわき市に戻られたそうです。
今、中西さんは相双地区と二本松市等を営業範囲として、事業を行っていらっ
しゃいます。

とう　み　 し
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▲にこやかに微笑む増田さんご一家

■
戸
惑
っ
た
気
候
や
環
境
の
違
い

あ
の
３
月
11
日
、
私
は
仕
事
で
柏

崎
に
、
妻
と
息
子
は
浪
江
町
に
い
て
、

娘
は
東
京
で
大
学
受
験
を
し
て
い
ま

し
た
。
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
無
事
」

の
声
を
聞
く
ま
で
か
な
り
不
安
な
気

持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
再
会
し
車
中
泊
や
福
島
の
避

難
所
を
経
て
、
ガ
ソ
リ
ン
や
物
資
の

心
配
も
あ
り
、
両
親
の
実
家
の
あ
る

新
潟
市
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

移
り
住
ん
で
家
族
は
気
候
の
違
い

に
戸
惑
っ
た
よ
う
で
す
。
新
潟
の
夏

は
蒸
し
暑
く
、
冬
は
た
く
さ
ん
雪
が

降
る
。
ま
た
浪
江
町
と
比
べ
て
新
潟

市
は
大
都
会
な
の
で
、
タ
ケ
ノ
コ
や
み
ょ

う
が
な
ど
を
山
で
手
軽
に
採
る
…
と

い
う
訳
に
い
か
ず
、
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し

た
ね
。

■
慣
れ
て
き
た
新
潟
生
活

現
在
は
家
族
も
新
潟
で
の
生
活
に

徐
々
に
慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

都
会
の
良
い
と
こ
ろ
と
し
て
美
術
館

や
博
物
館
、
水
族
館
も
近
く
に
あ
っ

て
気
軽
に
足
を
運
べ
た
り
、
外
食
す

る
際
の
お
店
も
豊
富
で
、
家
族
で
過

ご
す
時
間
は
浪
江
町
に
い
た
頃
よ
り

も
増
え
た
気
が
し
ま
す
。
息
子
と
ビ
ッ

ク
ス
ワ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦
も
し
ま

し
た
よ
。
た
だ
交
通
の
便
が
あ
ま
り

良
く
な
い
か
な
。
地
下
鉄
が
あ
る
と

便
利
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
が
。
い

ず
れ
に
せ
よ
生
活
の
多
く
の
場
面
で

新
潟
人
の
優
し
い
気
質
に
助
け
ら
れ
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

■
も
う
一
度
、
帰
り
た
い
思
い
。
未

来
を
見
つ
め
て

望
み
を
言
え
ば
「
も
う
一
度
あ
の

町
に
帰
り
た
い
」
が
本
音
で
す
。
も

ち
ろ
ん
今
す
ぐ
と
い
う
訳
に
い
か
な

い
こ
と
は
解
っ
て
い
ま
す
。
起
き
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
仕
方
な
い
の
で
、

む
し
ろ
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
考
え
て

震
災
前
よ
り
良
い
町
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
若
い
人
が
起
業

し
や
す
い
施
策
を
行
う
と
か
子
ど
も

の
教
育
に
か
か
る
費
用
を
少
な
く
す

る
な
ど
「
こ
れ
か
ら
の
人
材
が
集
ま

る
町
」「
子
ど
も
を
連
れ
て
帰
れ
る
町
」

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
せ
っ
か
く
だ

か
ら
道
路
も
広
く
、
高
速
道
路
も
整

備
し
て
。
あ
と
浪
江
町
の
住
所
が
以

前
は
18
文
字
（
字
・
大
字
含
む
）
と

長
か
っ
た
の
で
短
く
な
れ
ば
嬉
し
い

な
（
笑
）
。
と
に
か
く
私
た
ち
に
と
っ

て
少
し
で
も
良
い
未
来
を
期
待
し
た

い
で
す
ね
。

■
人
の
助
け
に
な
れ
る
人
間
に
な
り

た
い 

― 

維
織
さ
ん

こ
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
高

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、

多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い
思
い

出
を
作
り
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
や
チ
ー

ム
メ
イ
ト
の
ご
家
族
、
支
え
て
く
れ

た
全
て
の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

震
災
後
、
本
当
に
多
く
の
方
に
助

け
て
い
た
だ
い
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
「
今
度
は
自
分
が
人
の
役

に
立
ち
た
い
」
「
人
の
助
け
に
な
れ

る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
が
強
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
高
校
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
自

分
の
思
い
描
く
夢
を
実
現
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

現在、増田さんは一家で新潟市内に生活
しています。家族は徐々に新しい暮らしに
も慣れはじめた様子です。
今回は新潟での生活について和直さんと
維織さん（息子さん）にお話を伺いました。

増田　和直さん・維織さん（権現堂）
取材者：くびき野ＮＰＯサポートセンター　清水
取材日：４月13日

未来を見つめて、歩んでいきたい
新潟県

い　おり

い
　
お
り



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）4731　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課
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